
光・赤外線天文学大学間連携による
教育プログラムの実施

大朝由美子 (埼玉大学)、高橋隼 (兵庫県立大学)、
光・赤外線天文学大学間連携観測チーム



光・赤外大学間連携事業では、研究と共に教育の連携も重視

大学教育研究基盤の強化と幅広い人的交流の活性化を目指す

 目的 : 学生や研究者のスキルアップ。専門性を生かしつつ、幅広い視
点や思考力を持った人材を育成する。

 対象 : 光赤外大学間連携に参加する機関に所属し、光赤外観測天文
学の研究を行なっている大学院生・若手研究者

 支援内容
 滞在のための旅費を支給（国内のみ）
 観測・解析または装置・システム開発に関する基本的なインスト

ラクションを実施

 滞在期間 : 1週間前後

 滞在可能機関・施設 : 10機関





応募数、採択数:
・2013年度 第1期 4件応募 → 3件採択
・2013年度 第2期 2件応募 → 2件採択
・2014年度 2件応募 → 2件採択
・2015年度 5件応募 → 5件採択

応募内容: 分光 6件, 観測装置開発 4件, 偏光 3件
分光観測の需要が高い



参加者名 内容 受け入れ機関 利用装置など 実施期間

田中 泰之
（広島大特任

助教）

偏光観測/解析
北海道大学Pirka望遠鏡MSIによる活動

銀河核ジェットとマイクロクエーサー
ジェットの多バンド可視偏光撮像観測

北海道大(渡
辺)

Pirika望遠鏡
＋MSI

9月25日～
9月30日

伊藤 亮介
（広島大PD）

偏光観測/解析
ピリカ望遠鏡MSIによるジェット天体の

偏光観測

北海道大(渡
辺)

Pirika望遠鏡
＋MSI

9月25日～
9月30日

志岐 健成
（広島大M1）

偏光観測/解析
北海道大学ピリカ望遠鏡・MSI検出器

における可視偏光データ解析実習

北海道大(渡
辺)

Pirika望遠鏡
＋MSI

9月25日～
9月30日

柴田 吉輝
（埼玉大M1）

装置開発/設計
埼玉大学55cm望遠鏡の観測システム

の遠隔制御

京都大(木野) 回路設計など 10月19日～
10月28日

渡邊 千夏
（埼玉大M1）

分光観測/解析
星形成領域の分光、近赤外測光観測及

び解析

兵庫県立大西
はりま天文台

(高木)

なゆた望遠鏡
＋MALLS, 

NIC

11月16日～
11月24日

お忙しい中、お力添えしてくださった、
木野さん（京大）、渡辺さん（北大）、高木さん（兵庫県立大）、ありがとうございます

今後の継続は未定だが･･･
受け入れからの提案型など他の方式
Akamai Internship Programなどのような中・長期間
連携外や他波長からの参加 も検討していければ
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